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紹

介

瀬

古

確

著

「
萬
葉
集

に
於
け
る
表
現

の
研
究

」

鶴

久

後

記

に
よ

れ
ば

、
本
書

は
学

位
論

文
を
も

と

に
、

そ

の
後

の
研
究

に
よ

る
関
係
論

文

を
追
加

し

て
成

っ
た
と

あ
る

通
り

、
大
部

分

が
著
者
半

生

の

た

ゆ
ま
ざ

る
万

葉

研
究

の
結

晶

と

い
う

こ
と
が
で

き

よ
う

。
題
し

て

「
萬

葉
集

に
於

け

る
表

現

の
研
究
」

と

い
う
。
表

現
と

は

周
知

の
如

く

、
非

常

に
広

い
多

様

の
意
味

を
も

つ
語

で
あ

る

に
も

拘
ら

ず

、
あ

え

て

「
表

現

の

研
究

」
と

さ

れ
た
著
者

の
意

図
は
目
次

を

一
見

し
た
だ

け
で

、
十
分

に
付

度

さ
れ

る
よ

う

に
思

う
。

そ
れ

だ

け

に
万

葉
全
般

に
わ

た

る
該

博

な
研
究

が
本
書

の
内
容

を
も

り
あ
げ

、

大
局

か
ら

見
ら
れ

た
眼

は
す

る
ど

く
本

書

に
行

き
わ

た

っ
て
い
る
。
重

箱

の
隅
を

つ
つ
く

の
讐
喩

の
如

く
、

研
究
が

あ
ま

り

に
細
分

化
さ

れ

る

に

つ
れ
、

や
や
も

す

る
と
研
究

者

の
視

野
も
極

度

に
狭
く

な
り

が
ち

な
今

日
、
本

書

が
江
湖

に
見

え
た

こ
と

は
、
反
省

と

今

後

の
研
究

の
在

り
方

を

う
な

が
し

て

い
る
警
鐘

の
よ

う

に
響

き
、
敬

服

す
る

次
第

で
あ

る
。

万
葉

集

の
研
究

は

文
学

の
面

か
ら

は
勿
論

、
語
学

そ

の
他

の
面
か

ら
も

進

め

ら
れ

、
急
速

の
進
歩
を

と
げ

て
い
る
。

そ

の
緻
密

さ
は
あ

ま
り

そ

の

昆

を
見

な

い
と

言

っ
て
も
過

言
で

は
な

い
く

ら

い
で

あ

る
。
和

歌

の
集

と

い
う
性

格
上

、
文

芸

研
究

に
お

い

て
も

現
存

の
上
代

文
献

で
は
他

を
圧

し

て
そ
の
対
象

と

な
り
得

、
上

代

語

の
研
究

に
お

い
て
も

、
そ

の
言
語
資

料

の
豊
富

な

面

に
お

い
て
類
が

な

い
た
め

、
自
然

、
上

代

に
お

け
る

研
究

の

目
は

万
葉
集

に
そ
そ
が

れ

て
来

た

の
も
当

然

な

こ
と

で
あ

っ
た

の
で

あ
る
。

そ
れ
故

、
色

々
な
面
か

ら
開

拓
さ
れ

、
部

分
部

分

に
お

い
て

は
堀

り

つ
く

す

べ
き

所

は
堀

り

つ
く

し
た
感

が
す

る

ほ
ど

の
発

展
を
し

て
い
る

の
で

あ

る
。
し

た
が

っ
て
、
本
書

の
或

一
部

に
お

い
て
は

、
或

い
は

よ
り
精
細

で

緻

密

な
研
究

が
あ

る
か
も

し

れ
な

い
が

、
そ
れ

は
対

象

に
よ

っ
て
、
ま

た

対

象

の
把
握

の
仕
方

、

研
究

の
目
的

に
よ

っ
て
相
違

す
る

の
で

あ
り
、

網

の
規
模

・
網

の
目

の
大
小

は
補

獲
す

る
魚

の
如
何

に
よ

っ
て
定
ま

る
が
如

く

、
少

々
の
キ

メ
の
あ
ら

さ

は
本

書

の
価
値

を
低

め

る
と

い
う
も

の
で

は

な

い
。

著
者

に
は

夙

に

「
大
伴
家

持

の
研
究

」
を

上
梓

さ
れ

て
お
り

、

「

万

葉
雑

記
　

醜

の
御

楯
　

」

「
太
宰

府
圏

の
歌
　

万

葉

の
国
筑
紫

1

」

の
万

葉
関

係

の
著

を

は
じ
あ

、
「
近
代

日
本

文
章

史
」

「
日
本

文
学

理
念

の
展
開

」

「
日
本

文
学

の
鑑

賞
」

な
ど

の
多

く

の
著

書
が

あ

る

の
を

見

て
も

、
著
者

は

ひ
と
り

万
葉
集

の
み
な
ら

ず

日
本

文
学

全
般

に
わ

た

っ

て
、広

い
視

野

の
も

と

に
考
察

の
目

を
向

け

ら
れ
、
そ
れ

が
著
者

の
研
究

の

底
流

と
し

て

一
貫

し
て
流

れ

て

い
る

こ
と

を
見
落

す

こ
と

は
で

き
な

い
。

古
今

・
新

古
今

は
も

と
よ

り
芭

蕉

・
蕪
村

・
良
寛

…
…
等

に
至

る
ま
で

の

自
然

観
照

に

つ
い
て
も
考

究

さ
れ

て
い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る
筆
者

に
は

著
者

の
構

想

が

い
か

に
彪

大
で

あ
る

か
理
解

で

き
る
よ

う

に
思

う
。

さ
れ

ば

「
萬
葉

集

に
於

け
る
」

と

限
定

さ

れ

て

い
る
も

の
の
、
後
続

す

る
平
安

時
代

の
文
学

作

品
等

を
も

常

に
背
景

に
し

な
が

ら
考
察

を
な

さ
れ

て

い
る
。

こ
の

一
点

か
ら

し

て
も

著
者

が

い
か

に

日
本

文
学
全

体

を
対
象

と

し

て

い

ら
れ

る
か

が
理
解

で
き

、
本

書

の
意

図
も
十

分

に
伺
が

う

こ
と
が
で

き

る
。

つ
ま

り
、
本

書

の
意

図
す

る
表

現

の
研
究

は
対
象

の
あ

ま
り

に
大

な
る

が
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故

に
、
小

魚

は
恢
恢

た

る
網

の
目
か

ら
逃

れ
た

か
も

し
れ

ぬ
。
し

か
し
、

表

現
と

い
う
大

き

な
魚

は
確
か

に
補

獲

さ
れ

て

い
る

と
思
う

。

本

書

は
第

一
章

・
部
立

別

の
考
察

を

は
じ
め

と
し

、
第

二
章

・
作

者
別

の
考

察

、
第

三
章

・
歌

調

の
考

察
、

第

四
章

・
歌

体

の
考
察

、第

五
章

・
用

字

の
考
察

、
第

六
章

・
修

辞

の
考

察

、
第

七
章

・
万
葉

集

の
表

現

の
七
章

か
ら
成

っ
て

い
る
。
第

一
章

は
第

一
節

・
雑

歌

の
表

現
、
第

二
節

・
相
聞

歌

の
表

現
、
第

三
節

・
挽
歌

の
表

現

の
三
節

か
ら

な
り
、

第

二
章

は
第

一

節

・
人
麻

呂

の
表

現
、
第

二
節

・
赤

人

の
感
覚

表

現
、
第

三
節

・
憶
良

の

表

現
、
第

四
節

・
旅

人

の
表

現
、
第

五
節

・
家

持

の
表

現

の
五
節

か

ら
な

り
、
第

三
章

は
第

一
節

五
七

調

の
成

立

に
就

い
て
、
第

二
節

・
七
五

調

の

成
立

に
就

い
て
の

二
節

か
ら

な
り

、
第

四
章

は
第

一
節

・
長
歌

の
構
成

、

第

二
節

・
旋
頭
歌

に
就

い
て
、
第

三
節

・
短
歌

の
結

尾
様

式

に
就

い
て
、

第

四
節

・
短
歌

の
連
作

に
就

い
て
、
第

五
節

・
問
答

的
歌

謡

の

一
傾
向

の

五
節

か
ら

な

っ
て

い
る
。
そ
し

て
、第

五
章

は
第

一
節

・
人
麻

呂

作
歌
並

び

に
歌

集

の
用
字

、
第

二
節

・
家

持

の
用
字

、
第

三
節

・
巻

五

の
用
字

、
第

四
節

・
巻
十

三

の
用
字

、第

五
節

・
巻
十

四

の
用
字

、
第
六

節

・
巻
十

五

の

用
字

、
第
七

節

・
訓
仮
名

に
就

い
て
、
第

八
節

。
用
字

法
上

に
於
け

る
漢

文
的

な
る
も

の
、
第
九
節

・
万
葉
集

用
字

の
視

覚
性

の
九

節
か

ら
な

り
、

本

書

の
圧
巻

と

い
え

る
。
第
六
章

は

第

一
節

・
人
麻

呂

の
修
辞

、
第

二
節

・

万

葉
集

の
修

辞
か

ら

な
り
、
第

七
章

・
万

葉
集

の
表

現
を

以

て
結

び

と
L

て

い
る
。

こ

の
よ
う

に
目
次

を
並

べ

て
み
る
と

、

こ
れ
以

上

い
た
ず

ら

に

贅

言
を

費
す

必
要

は
な

い
と

思
う
が

、
以

下
、

紙
数

の
許

す
か

ぎ
り
筒

単

に
紹
介

さ
せ

て

い
た
だ

く
。

「
第

一
章

・
部

立

の
考
察

」

最
初

に
雑

歌

の
表

現

の
考
察

が

な
さ

れ

前
半

は
巻

一
・
巻

三

に
お
け

る

そ
の
種

々
相

、

後
半

は
巻

八

.
巻

十

に
お

け
る
自
然
風
物
に
触
発
さ
れ
た
歌
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
、
そ
こ
に
風

流
閑
雅
な
文
人
趣
味
の
自
然
観
照
が
け
ざ
や
か
に
表
わ
れ
て
お
り
、
古
今

新
古
今
と
比
考
し
て
、
古
今
集
に
綿
々
と
受

つ
が
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

相
聞
歌
の
表
現
に
お
い
て
は
直
接
的
に
恋
の
苦
し
さ
、
は
げ
し
さ
を
歌
っ

た
り
、
外
界
の
風
物
に
寄
せ
て
自
分
の
思
を
託
し
、
時
に
は
讐
喩
に
よ
っ

て
椀
曲
に
歌
い
あ
げ
る
な
ど
、
相
聞
歌
に
お
け
る
表
現
を
網
羅
し
て
い
ら

れ
る
。
特
に
挽
歌
に
お
け
る
表
現
と
の
対
比
に
お
い
て
、
挽
歌
で
は
実
際

の
死
を
表
現
す
る
の
に
死
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
な
く

「磐
根
を
ま

く
」

「雲
隠
る
」
を
は
じ
め

「も
み
ち
葉
の
よ
う
に
過
ぎ
行
く
」

「往
ぬ

」

「臥
や
す
」

「
い
で
ま
す
」

「島
が
く
る
」

「道

に
逆
う
」
な
ど
と
直

接
表
現
を
さ
け
て
い
る
の
に
対
し
、
相
聞
歌
で
は

「今
に
も
死
に
そ
う
で

す
」
と
恋
の
苦
し
さ
に
堪
え
得
ぬ
思
を
死
と
い
う
語
で
盛
ん
に
表
現
し
て

い
る
点
を
見
事
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「第
二
章

・
作
者
別
の
考
察
」

第

一
節
で
人
麻
呂
の
表
現
の
特
色
を

そ
の
詞
句
に
求
め
、
民
謡
的
色
彩
が
濃
厚
に
残
存
し

て
い
る
こ
と
を
類
同

歌
に
よ
り
明
ら
か
に
し
、反
面
人
麻
呂
の
独
創
性
に
つ
い
て
の
考
察
を
も
看

過
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
第
二
節
で
は
赤
人
の
感
覚
表
現
に
お
い
て
、
人

麻
呂

・
黒
人

・
旅
人

・
坂
上
郎
女
等
の
歌
人
と
対
比
し
な
が
ら
、
そ
の
特

徴
を
見
出
し
、
自
然
の
景
物
を
詠
ず
る
に
あ
た
っ
て
も
視
覚

・
聴
覚
を
共

に
動
員
し
て
、
純
然
た
る
自
然
詠
の
少
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
第
三

節

・
憶
良
の
表
現
で
は
特
に
そ
の
用
語
を
主
と
し
て
考
察
さ
れ
、
対
句
が

人
麻
呂
に
次
い
で
多
用
さ
れ
、
枕
詞
は
ほ
と
ん
ど
普
通

一
般
に
使
用
さ
れ

て
い
る
も
の
に
限
り
、衣
食
住
・人
事
に
関
す
る
孤
語
に
憶
良
独
特
の
用
語

を
見
出
さ
れ
る
。
旅
人
の
表
現
に
お
い
て
は
政
治
的

に
も
家
庭
的
に
も
孤

独
な
る
が
故
に
現
わ
れ
た
特
色
を
重
視
し
、
短
歌
の
結
尾
様
式
に
お
い
て
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記
紀
歌
謡
、
初
期
万
葉
ぶ
り
の
詠
歎
の
形
を
好
ん
で
用
い
、
憶
良
の
倒
置

的
手
法
を
愛
用
し
た
こ
と
と
対
照
さ
せ
て
、
そ
の
特
徴
を
明
白
に
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
讃
酒
歌
十
三
首
も
陶
渕
明

・
李
白

・
杜
甫
等
の
酒
を
歌

っ
た
詩
と

一
脈
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
渕
明
の
飲
酒

・
独
樹

・

孤
松
の
如
く
、
旅
人
の
孤
独
表
現
は
彼
の
中
国
文
学
に
対
す
る
深
い
教
養

に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
家
持
の
表
現
は
繊
細
流
麗
な
点
に
そ

の
特
色
を
見
出
し
考
察
の
目
を
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
句
切
の

歌
が
多
い
こ
と
は
家
持
以
前
の
歌
人
と
著
し
い
差
異
が
あ
る
こ
と
、
第
五

句
に
お
け
る
名
詞
止
の
手
法
、
枕
詞
は
単
に
音
調
を
整
え
る
た
め
に
用
い

序
詞
の
用
法
に
清
新
な
点
が
強
く
見
ら
れ
る
こ
と
、
修
辞
に
お
い
て
も
無

技
巧
で
虚
飾
の
な
い
と
こ
ろ
に
優
れ
た
面
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

る
。
そ
う
し
て
、
動
植
物
の
題
材
の
使
用
に
も
、
他
の
歌
人
に
比
し
て
多

種
多
用
し
て
い
る
こ
と
を
も
見
落
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。

「第
三
章

・
歌
調
の
考
察
」

こ
こ
で
は
五
七
調

・
七
五
調
の
成
立
を

史
的
に
見
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

「第
四
章

・
歌
体
の
考
察
」

先
ず
、
長
歌
の
構
成
は
枕
詞

・
序
詞

・

対
句
等
に
よ

っ
て
形
式
の
反
覆
か
ら
く
る
単
調
さ
を
緊
縮
さ
せ
、
そ
れ
が

記
紀
歌
謡
に
対
す
る
万
葉
集
の
特
色
を
な
し
て
い
る
こ
と
、
記
紀

・
初
期

万
葉

・
人
麻
呂

・
憶
良

・
坂
上
郎
女

・
赤
人

・
金
村

・
虫
麻
呂

・
家
持
に

お
け
る
句
数
の
多
少
と
平
均
句
数

・
段
落
の
有
無

・
反
歌
の
有
無
を
調
査

し
、
対
句
の
面
か
ら
各
歌
人
の
特
徴
を
見
出
そ
う
と
さ
れ
る
。
就
中
、
人

麻
呂
に
そ
の
特
色
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
も
玉
台
新
詠
等
の
中
国
詩
の
手

法
に
刺
戟
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
旋
頭
歌
に
就
い
て
は

「
五

七
七
。
五
七
七
」
の
三
句
切
が
多
い
点
か
ら
、
片
歌
形
式
の
二
つ
集
っ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
形
式
内
容

の
両
面
か
ら
証
し
て
い
ら
れ
る
。
そ
の

他

「
五
七
七

。

五
。
七

七
」

「
五
七
。
七

。

五
七
七

」

「
五
七
七

五
七

七
」

「
五

。
七
七

。

五
七
七

」

「
五
。
七

。
七

。

五
。
七

。
七

」

「
五
七

七
。

五
。
七

七

」

の
如

き
形
式

も

見
ら

れ
は
す

る

が

「
五
七
。

七

五
。
七

七
」

「
五
七

七

五
。
七

七
」

の
如

き
句

切
れ

を
示

す
も

の
は
皆
無

で

あ

る

こ
と

か
ら

、
旋

頭
歌

は
五
七

調
隆
盛

時

代

の
所
産
で

あ

る
と

さ
れ

る
。
第

三
節

で

は
短

歌

の
結
尾
様

式

を

そ

の
倒

置
表

現

の
面
か

ら
、
記
紀

歌

謡

・
初
期

万

葉

・
人
麻

呂

・
赤

人

・
憶

良

・
旅
人

・
家

持
等

の
短
歌

に

つ
い
て
考

察

し
、
各

々
そ

の
特

色
を

見
出

し
、

家
持

は

こ
の
面

に
お

い

て
も

特

に
修
辞

に
腐

心
し

て

い
る

と
さ

れ

る
。
第

四
節

の
短

歌

の
連

作

に

つ
い
て

は
、
修

辞

・
歌

体
等

に
形

式
美

を
求

め
た

人
麻
呂

・
旅

人

・
憶
良

等

に
よ

っ
て
、

短
歌

一
首
で

は
到

底
醸

し
出

し
得

な

い
連

作

の
妙
味

を

発
揮

し

て
い
る
と

さ
れ

る
。
第

五
節
で

は

問
答
的

歌

謡

の

一
傾

向
と

し

て
、
長
歌

と

そ

の
反

歌

に
よ
る
問

答
形
式

に
留
意

さ
れ

、

そ
れ
が

贈
答

歌

・
相

聞
歌

に
も

そ

の

傾
向

が
存
在

す

る

こ
と

、
巻
十

五

の
中

臣
宅

守
と

狭
野

茅
上
娘

子

の
贈
答

歌

・
旅

人

の

日
本

琴

・
玉
島

川

に
遊
ん

だ

一
連

の
作

…

…
等

を
用
例

と
し

て
考
察

さ

れ

て
い
る
。

「
第

五
章

・
用
字

の
考
察

」

前

述
も

し

た
如

く
本
書

に
お

け
る
白

眉

と

い
え
る
。

第

一
節

に
お

い

て
人
麻

呂
作

歌

及
び

人
麻

呂
歌
集

の
用
字

の

特

色
を

、
第

一
に
そ
れ

ぞ
れ

の
語

句

の
表

記
字

面

に
見
ら

れ

る

こ
と

を
指

摘

し

、
第

二

に
人
麻

呂
歌
集

の
略

体

・
非

略
体

の
書

式

を
五
音

七
音

の
各

句
を

何
字
で

表
記

す

る
か

と

い
う
点

か
ら
極

め

て
興
味
深

い
考

察
を

な

さ

れ

て
い
る
。

即
ち

、

心

・
命

・
古

・
愛

・
紅

・
紫

・
徒

…
等

の

一
字

で

一

句

を
表

現
す

る
文

字

は
通
常

一
般

に
多

用
さ

れ

て
伝
達
を

誤
ま

ら
せ

る
恐

れ

の
な

い
正

訓
文

字

に
限

ら
れ

、

こ
の
傾
向

は

一
句
を

二
字
で

表

記
す

る

場

合

に
も
看

取

さ
れ

、
葬

薇

・
蒼

天

・
髪

髪

・
修

侶

…
等

の
特

異

な
用
字

一67一



と
対

照
的

用
法

を

な
し

て

い
る

こ
と
を
実

証

し

て

い
ら
れ

る
。
第

二
節

で

は
或
語

を
表

現
す

る

に
あ

た

っ
て
、
如

何
な

る
文
字

を

用

い
て
す
る

か
と

い
う
面

か
ら
考

察

さ
れ

、
漢
字

の
正

用

・
仮

用

の
両
面
が

多
く

、
文
字

の

取
捨

選

揮

に
も
各

人

の
好

み
が
多

く
見

ら
れ

る
と
結

論

さ
れ

る
。
そ

し

て

巻

三

・
四

・
六

・
八
と

巻
十

七
以

下

の
四
巻

と
を

比
考

し

て
、
漢

字

の
正

用
か
ら

仮

用

へ
の
傾
斜

を

認
め
、
家
持

の
用
字

意
識

を
検

討

さ
れ

て

い
る

。

第

三
節

で

は
巻

五

の
用

字
を

作
家

毎

に
調
査

、
検

討
さ

れ
、
鎮

懐
石

の
歌

員
外

故

郷
を

思

う
歌

・
後

に
追

和

せ

る
梅

の
歌

四
首

・
松

浦
河

に
遊

ぶ
序

並

び

に
歌

・
佐

用
姫
伝

説
歌

・
男

子
名

は
古

日
を
恋

う

る
歌

三
首

等
従

来

作
者

に
諸
説

が
見

ら
れ

る
歌

に

つ
い
て
、

そ

の
作
者

を

推
定
し

よ
う

と
試

み
ら
れ

て
い
る

。
第

四
節
で

は
巻

十

三

の
用
字

に

つ
い
て

考
察

さ

れ
、
戯

書

・
義

訓
が

多

用
さ
れ

、

訓
仮
名

の
愛

用

せ
ら
れ

て
い
る
点

に
特

色

が
あ

る
と

さ
れ
、

長
歌

と

そ

の
反

歌

の
用
字

に
は
共

通
点
が

あ
り
、
特

に
三

二

八
四
番

と

三

二
八
五
番

、

三

二
八

六
番

の
或

本
歌

と

そ
の
反
歌

及
び

三

二

八
八
番

の
或

本
歌

の
五
首

一
聯

の
長

反
歌
、

三
三

一
四
番

の
長

歌
と

そ

の

反
歌

及
び
或

本

の
反
歌

か

ら
な

る
五
首

一
聯

の
作

は
同

一
人

の
筆

に
な
る

と
さ
れ

る

。
第

五
節
で

は
巻

十

四

の
用
字

の
特
色

を
集
中

の
他

の
仮
名

書

の
巻
と

比
考

し

て
、

一
字

一
訓

の
正

訓
文
字

や
或

語
を
表

記

す
る
仮
名

の

組

合

せ
な
ど

に
見
出

し

て

い
ら

れ
る

。
特

に
、
水
都

・
河
泊

・
左

指

・
久

草

・
物

能

・
楊

奈
疑

・
古

馬
…
等

に
も
意

図
的

な
用
法

が
あ

る
と
言

わ
れ

る
。
第

六
節

で

は
巻
十

五

の
用
字

と

巻
十

四

の
用
字

の
比

較

を
試

み
る

こ

と

に
よ
り

、
前

半

の
遣

新

羅
使

一
行

の
歌
群

と
後

半

の
中

臣
宅

守
と

狭
野

茅
上

娘
子

と

の
贈
答

歌

の
歌
群

に
は

用
字

に
差

異
が
見

ら
れ

、

一
人

の
編

者

に
よ

っ
て
統

一
せ

ら
れ

る
と

い
う

よ
り

、
そ

れ
ぞ
れ
原

本

の
面
影

を
強

く
と

ど
あ

て

い
る
と

見
る

べ
き
で

あ

る
と
さ

れ
、

両
歌
群

が
事

件

の
接
近

と
共

通

の
相

聞

性
を

有
す

る
が
故

に
、

一
巻

に
編
ま

れ
た
も

の
と
結
論

さ

れ

て

い
る
。
第

七
節

で
は

訓
仮
名

は
正
訓
中

心

の
巻

に
多
く

見

ら
れ

、
巻

に
よ

り

現
わ
れ
方

に
片
寄

り
が

あ
る

こ
と

、
し

か
も
戯

書

や
義

訓
と
共

用

さ
れ

る
傾

向
が

看
取

さ
れ

る

こ
と
、

そ
し

て
聯
想

的

な
用
法

が
強

く

見
ら

れ

る

こ
と

、
音

仮
名

の

一
字

一
音
主
義

が
強

い
の

に
対

し

、
訓
仮

名

は

一

字

二
訓

が
圧
倒
的

で

対
照
的

相
違

を

な
し

て

い
る

こ
と
を
実

証
し

て
い
ら

れ

る
。
第

八
節

で

は
反
読

文
字

や
漢
文

の
助

字
等

の
漢

文
的

色
彩

の
あ

る

用
法

に
言
及
し

、
反

読
文

字

に
も
反

読
す

べ
き
も

の
と
し

な

い
も

の
の
両

方

が

あ
り

、
和

化
さ

れ
る

に

つ
れ
、
反

読
文
字

も

反
読

さ
れ
ず

に
和

文
表

記

の
よ
う

に
な

っ
て
、

次
第

に
和

文
表

記
が
発

展

し

て
行

く
過

程
を

想
定

さ

れ

て

い
る
。
第
九

節

で

は
万
葉

集

に
お
け

る
視
覚

性

に
基

い
た
文

字
用
法

の
特

色
を

多
方

面
か

ら
多

角
的

に
と

ら
え

、
巻

・
歌
群

・
問
答

・
贈
答

歌

・

一
首

一
首

に
も

見

ら
れ

る

こ
と

を
指
摘

さ

れ
、

可
視
的

に
変

化

の
美
を
求

め

た
万
葉

人

の
用
字

意
識

を
把

握
し

て

い
ら
れ

る
。

「
第
六

章

・
修
辞

の
考

察
」

特

に
人
麻

呂

の
修
辞

に

つ
い
て
枕
詞

・

序

詞
か

ら
言

及
し

、
万
葉

集

の
修
辞

に

つ
い
て
反
覆
句

・
類

句

・
慣

用
句

か

ら
考
察

を

な
さ

れ

て

い
る
。

「
第

七
章

・
万

葉
集

の
表

現
」

本
章

は
第
六

章

ま
で

の
総
括

で
あ

り

本
書

の
結

び
を

な

し

て

い
る

。

以
上

、
紙
数

も
超

過

す
る

ほ
ど
楼

々
と

し

て
紹

介

を
試

み

て
き

た
が

、

何

し
ろ
七

百
頁

に
あ

ま

る
大

著

を
わ
ず

か
十

数
枚

に
て
紹
介

し

よ
う
と
す

る
の
で
あ

る
か

ら

、
そ

れ
自
体
無

理

な

こ
と
で
あ

る

。
し

た
が

っ
て
、

舌

足

ら
ず

の
文
が

随
所

に
見

え
、

著
者

に
対

し

て
も

読
者

に
対

し

て
も
申

し

わ

け
な

く
思

う
次
第

で

あ
る
。

し
か

し
、

は
じ
め

に
も

述

べ
た

よ
う

に
、

日
本

文
学
全

体
を

た

え
ず

見

通
し

な
が

ら
、
万

葉

集

に
お
け

る
部

立
別

の



表

現

を

は
じ
め

、
作
者

別

に
お

け
る

用
語
、

歌
調

・
歌
体

・
用
字

・
修
辞

…
等
多

方

面

に
お
け

る
あ

や
な
す
表

現

美
を
浮

彫

り

に
し
よ

う
と

さ
れ

た

著

者

の
意

図
が
本
書

全

体

に
流
れ

て

い
る

こ
と
は

見
過

さ
な

い
よ

う

に
す

べ
き
で

あ

る

こ
と
を

一
言
附

言
し

て
紹

介

の
筆
を

欄

き
た

い
と
思

う
。

(
昭
和

41
年

7
月

30

日

・
風

間
書

房
刊

行

。
非
売

品

)

▼

受

贈

雑

誌

昭
和

43
年

1
月

ー
6

文
学

1

～
6
月

国
文
学

解
釈

と
鑑
賞

1

～
4
月

国
文
学

解
釈

と
教
材

の
研
究

12

～
6
月

言
語
と

文
芸

56

～
駆

文
学
語
学

47

解

釈

11
～

5
月

国
語
学

(国
語
学

会

)
70

～
72

万
葉

(万

葉
学
会

)
66

国
文
学

伝
統

と

現
代

1

音
声

学
会
会

報

伽

・
梛

連
歌

俳
譜

研
究

(
俳
文
学
会

)
誕

文
芸

研
究

(
日
本

文
芸

研
究
会

)

57

・
駆

日
本

歌
謡

研
究

4

・
5

古
典

と
近
代

文
学

2

書
陵
部
紀

要

19

万

葉
文
学

1

軍
記
と

語
り
物

5

説

話

(説

話

研
究
会

〉
1

(
そ

の

一
)

史
迩
と

美
術

認
巻

3

文

芸
と

批
評

2
巻

6
-
8
号

人
文
論

究

(北

海
道
学

芸
大
学

)
認

学

園
論

集

(北
海

学

園
大

学

)
11

北

星
論
集

(北

星
学

園
大

学

)
4

文

化

(東
北

大
学

文
学
部

)
31
巻

2

日
本

文
学

ノ
ー

ト

(宮
城

学
院

女

子
大

学

〉
3

国

語
と
国

文
学

1
-

7
月

国
語

研
究
室

(東
京

大
学

)

6

・
7

人
文
科

学
紀

要

(東

京
大
学

教

養
学
部

)

必

一
橋
論

叢

2
～

5
月

言
語

文
化

二

橋
大
学

)
4

国
文

(お
茶

の
水

女

子
大
学

)

28

国
文
学
漢

文
学
論

叢

(東
教

大
学

文
学
部

)
13

学

苑

12
～
6
月

国
学

院
雑

誌

11
～
4
月

国

語
研
究

(国
学

院
大
学

)
24

野

州
国
文
学

(
国
学
院
大

学
栃

木
短

大

)
1

文
芸

研
究

(明
治

大
学

文

学
部

)
B

明
治
大

学
教

養
論

集

40

～
43

明
治
大

学

人
文
科

学

研
究

所
年
報

8

国
文
学

研
究

(早

稲

田
大
学

)

訂

語
文

(
日
本

大
学

)

27

・
認

日
本

文
学

(
立
教
大

学

)

19

法

政
大

学
文

学
部
紀

要

13

成

城
文
芸

48

・
49

論

究

日
本

文

学

31

・
32

・
お

文

学
論

藻

37

・
認

王
朝
文
学

15

上
代

文
学

研
究

学
会

会

報

(東

洋
大

学

)

18
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